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（１）人口・世帯等 

①人口 

 宝塚市の令和 2 年の総人口は 226,432 人で、平成 27 年から 1,529 人増となっていますが、

令和 7 年度以降は減少していく推計となっています。 

 年齢区分別人口比は、0～14 歳と 15～64 歳の割合が減少傾向にあります。 

 

◆人口の推移◆ 

 
 

◆年齢区分別人口構成比の推移◆ 

 
注：2020 年までは国勢調査の実績値、2025～2050 年までは国立社会保障・人口問題研究所が公表している推計値（出

生中位・死亡中位仮定）。1995～2020 年の人口構成比は年齢不詳を除いて算出。 

資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（令和 5 年 12 月推計） 
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②自然動態 

 自然動態では、平成 23 年までは自然増で推移していましたが、平成 24 年にはマイナスとなり、自

然減が進んでいます。 

 令和 2 年の宝塚市の合計特殊出生率は 1.37 で、周辺自治体 7 市中 4 番目となっています。 

 

◆自然動態の推移◆ 

 
注：住民基本台帳に基づく自然増減。 

資料：宝塚市統計書（各年 1 月 1 日～12 月 31 日） 

 

◆合計特殊出生率の推移【他市比較】◆ 

 S60 年 H2 年 H7 年 H12 年 H17 年 H22 年 H27 年 R2 年 

宝塚市 1.62 1.37 1.30 1.34 1.17 1.34 1.44 1.37 

伊丹市 1.75 1.63 1.50 1.50 1.39 1.63 1.57 1.56 

川西市 1.51 1.22 1.09 1.20 1.12 1.30 1.36 1.29 

三田市 1.71 1.55 1.56 1.38 1.08 1.24 1.27 1.13 

尼崎市 1.64 1.45 1.36 1.37 1.27 1.51 1.52 1.51 

西宮市 1.57 1.36 1.24 1.31 1.20 1.34 1.49 1.39 

芦屋市 1.51 1.28 1.08 1.24 1.14 1.32 1.34 1.31 

注：合計特殊出生率＝｛年間の母の年齢別出生数÷年齢別女子人口｝15～49 歳までの総和 

年間の母の年齢別出生数：各年 1 月 1 日～12 月 31 日の出生数。 

分母となる年齢別女子人口：国勢調査による各年 10 月 1 日現在の人口。（昭和 60～平成 7 年は総人口（外国人を含

む）、平成 12 年は日本人人口（不詳を除く）、平成 17～22 年は年齢・国籍不詳をあん分した日本人人口（兵庫県情報事

務センターであん分）、平成 27 年は年齢・国籍不詳をあん分した人口（参考表）の日本人人口（国であん分））、令和 2 年度

は国勢調査に関する不詳補完結果の日本人人口。 

資料：兵庫県「保健統計年報」 

※合計特殊出生率：一人の女性が出産可能とされる 15 歳から 49 歳までに産む子どもの数の平均を示す。 
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③社会動態 

 社会動態では、令和 2 年まで概ね社会増で推移していましたが、転入数は減少傾向にあり、令和 4

年は社会減になっています。 

 令和 4 年の転入前居住地、転出後居住地をみると、県外では関東地方への転出超過が多い状況に

あります。また、県内では主に西宮市からの転入超過、伊丹市、川西市への転出超過となっていま

す。 

◆社会動態の推移◆ 

 
注：住民基本台帳に基づく社会増減。社会増減数には、転入・転出以外の増減要因であるその他増減（職種記載・削除、転出取

り消しなど）が含まれています。 

資料：宝塚市統計書（各年 1 月 1 日～12 月 31 日） 

◆転入前居住地、転出後居住地（令和 4 年）◆ 

転入前居住地 転入数（人）  転出後居住地 転出数（人） 

県
内 

西宮市 920  

県
内 

西宮市 654 

神戸市 562  神戸市 558 

尼崎市 434  尼崎市 447 

伊丹市 403  伊丹市 521 

川西市 318  川西市 495 

三田市 145  三田市 119 

芦屋市 48  芦屋市 71 

その他の兵庫県 583  その他の兵庫県 597 

県内計 3,413  県内計 3,462 

県
外 

大阪府 1,644  

県
外 

大阪府 1,728 

関東地方 875  関東地方 1,223 
 東京都 395   東京都 630 
 神奈川県 220   神奈川県 273 
 埼玉県 113   埼玉県 145 
 千葉県 86   千葉県 117 
 その他 61   その他 58 

近畿地方（兵庫県・大阪府を除く） 438  近畿地方（兵庫県・大阪府を除く） 409 

中国・四国地方 359  中国・四国地方 356 

東海地方 331  東海地方 307 

九州・沖縄地方 299  九州・沖縄地方 256 

甲信越・北陸地方 115  甲信越・北陸地方 84 

北海道・東北地方 99  北海道・東北地方 118 

国外・その他 920  国外・その他 579 

県外計 5,080  県外計 5,060 

総数 8,493  総数 8,522 

資料：宝塚市統計書（令和 4 年 1 月 1 日～12 月 31 日） 
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④世帯 

 一般世帯数は増加傾向にありますが、一世帯当たり人員数は減少傾向にあります。 

 核家族世帯、単独世帯が増加傾向にあります。 

◆一般世帯数の推移◆ 

 
資料：国勢調査（各年 10 月 1 日現在） 

◆一般世帯の家族類型別世帯数の推移◆ 

 
資料：国勢調査（各年 10 月 1 日現在） 

※単独世帯：世帯人員が一人の世帯をいう。 

※一般世帯：一般世帯とは、次のものをいう。(1)住居と生計を共にしている人々の集まり又は一戸を構えて住んでいる単身

者。ただし、これらの世帯と住居を共にする単身の住み込みの雇人については、人数に関係なく雇主の世帯に含

めている。(2)上記の世帯と住居を共にし、別に生計を維持している間借りの単身者又は下宿屋などに下宿して

いる単身者。(3)会社・団体・商店・官公庁などの寄宿舎、独身寮などに居住している単身者。 

※核家族世帯：世帯構造の分類の一つで、夫婦のみの世帯、夫婦と未婚の子のみの世帯、ひとり親と未婚の子のみの世帯の

３つをいう。 

※その他の世帯：一般世帯は世帯員の世帯主との続柄により、「親族のみの世帯」、「非親族を含む世帯」、「単独世帯」、「世帯

の家族類型不詳」に区分される。このうち、「親族のみの世帯」については、「核家族世帯」、「核家族以外の世

帯（「夫婦と両親から成る世帯」、「夫婦とひとり親から成る世帯」、「夫婦、子どもと両親から成る世帯」、「夫

婦、子どもとひとり親から成る世帯」、「夫婦と他の親族（親、子どもを含まない）から成る世帯」、「夫婦、子

どもと他の親族（親を含まない）から成る世帯」、「夫婦、親と他の親族（子どもを含まない）から成る世帯」、

「夫婦、子ども、親と他の親族から成る世帯」、「兄弟姉妹のみから成る世帯」、「他に分類されない世帯」）に

区分される。ここでのその他の世帯とは、「親族のみの世帯」のうち「核家族以外の世帯」、「非親族を含む世

帯」、「世帯の家族類型不詳」の合計である。  
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 共働き世帯の割合、妻が就業している世帯の割合は、平成 22 年まで横ばいでしたが、平成 27 年

以降は増加傾向にあります。 

 

◆夫婦のいる一般世帯における妻の就業状況の推移◆ 

 
資料：国勢調査（各年 10 月 1 日現在） 

 

⑤未婚の状況 

 令和 2 年は 25～29 歳の男女ともに約 7 割が未婚となっています。また、平成 12 年に比べると、

全ての年齢層で未婚率が上がっています。 

 

◆未婚率の推移◆ 
 男性（％） 女性（％） 

 H12 年 H17 年 H22 年 H27 年 R2 年 H12 年 H17 年 H22 年 H27 年 R2 年 

25～29 歳 66.8 70.2 71.4 71.5 71.0 55.6 62.3 66.2 68.0 68.2 

30～34 歳 33.6 39.1 42.6 40.7 38.8 25.3 30.4 34.7 36.5 34.1 

35～39 歳 18.4 21.6 29.2 28.1 26.0 15.2 17.9 21.9 23.6 22.5 

40～44 歳 11.4 14.6 21.3 22.5 21.8 10.2 13.2 16.8 18.3 18.5 

45 歳以上 3.7 4.6 7.0 7.6 9.6 5.0 5.7 7.1 7.9 9.2 

15 歳以上 27.9 26.2 26.9 25.4 25.8 25.5 24.1 23.9 23.5 23.9 

注：国勢調査では「15 歳以上人口に占める未婚者数の割合」を全体（総数）の未婚率としている。 

資料：国勢調査（各年 10 月 1 日現在） 
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 15 歳以上の未婚率について、宝塚市は、男性が周辺自治体 12 市中 11 番目、女性が 12 市中 9

番目となっています。 

 

◆未婚率の状況【他市比較】（令和 2 年）◆ 
 男性（％） 
 25～29 歳 30～34 歳 35～39 歳 40～44 歳 45 歳以上 15 歳以上 

宝塚市 71.0 38.8 26.0 21.8 9.6 25.8 

伊丹市 69.0 39.9 28.6 25.6 12.4 30.6 

川西市 72.9 43.3 30.4 25.0 10.6 26.9 

三田市 80.4 50.3 32.5 22.8 7.8 28.2 

尼崎市 68.1 43.4 34.1 32.9 17.9 33.5 

西宮市 69.7 39.6 26.7 22.3 11.6 29.7 

芦屋市 75.8 43.4 28.2 20.9 9.1 25.6 

豊中市 66.9 37.3 25.5 22.9 13.3 29.6 

池田市 73.5 44.8 32.8 25.8 12.4 33.1 

吹田市 71.1 38.1 24.4 21.4 11.8 30.4 

茨木市 69.2 39.2 27.4 23.3 12.8 31.2 

箕面市 78.7 40.4 25.6 20.1 9.4 29.6 

 
 女性（％） 
 25～29 歳 30～34 歳 35～39 歳 40～44 歳 45 歳以上 15 歳以上 

宝塚市 68.2 34.1 22.5 18.5 9.2 23.9 

伊丹市 58.3 29.0 21.4 17.9 8.3 23.7 

川西市 68.7 34.8 23.8 20.2 7.8 22.2 

三田市 73.9 39.2 25.0 17.0 5.0 23.1 

尼崎市 60.4 36.0 26.3 24.5 11.6 25.9 

西宮市 64.6 34.8 23.1 19.0 10.3 26.5 

芦屋市 71.9 39.6 25.0 18.7 11.2 24.1 

豊中市 59.9 30.7 21.1 19.0 10.6 24.9 

池田市 64.7 35.9 22.8 20.7 10.1 26.1 

吹田市 65.1 32.5 20.8 17.8 10.0 26.3 

茨木市 62.3 32.4 21.6 18.4 8.9 25.6 

箕面市 70.3 34.2 19.7 16.2 8.1 24.3 

資料：国勢調査（令和 2 年 10 月 1 日現在） 
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（２）財政 

①財政見通し 

 歳入の根幹である市税収入は伸びが見込めず、歳出では社会保障関連経費や建物施設、新ごみ処

理施設建設に係る費用の増加が見込まれています。令和 15 年には約 112.8 億円の収支不足累計

額が見込まれています。 

◆財政見通し◆ 
（単位：百万円） 

 
資料：宝塚市財政見通し（令和 6 年 3 月作成） 

人件費：議員報酬や職員給与、行政委員会の委員報酬及び会計年度任用職員報酬等の支出です。 

扶助費：障碍（がい）福祉サービス費や子育て支援関連など社会保障経費の支出で、対象者数が増加傾向であることから、今後も増加す

ると見込んでいます。 

公債費：地方債（借入金）返済のための支出であり、過去の発行状況や今後の工事費などの増加に伴い、増加すると見込んでいます。 

※上記 3 つの経費は義務的経費です 

物件費：委託料や光熱水費等の支出です。 

操出金：国民健康保険事業や介護保険事業などの特別会計へ支出するものです。 

投資的経費：工事等の支出です。建物施設・インフラ施設の維持更新に必要な経費などを見込んでいます。 

企業会計補助金：病院事業会計と上下水道事業会計などに対する補助金です。 

その他：維持補修費、積立金、企業会計補助金以外の補助金等の支出合計です。 
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（３）防犯・交通安全 

①防犯 

 刑法犯罪発生件数は、令和 3 年まで減少傾向にありましたが、令和 4 年は増加しています。 

 少年犯罪及びぐ犯行為は減少傾向にあります。 

 

◆刑法犯罪発生件数の推移◆ 

 
注：人口千人あたり犯罪発生件数の算出には、各年 10 月 1 日現在の推計人口（宝塚市統計書、ただし令和 2 年は国勢調査

人口）を使用。 

資料：宝塚市統計書（各年 1 月 1 日～12 月 31 日） 

 

◆少年犯罪及びぐ犯行為の推移◆ 

 
資料：宝塚市統計書（各年 1 月 1 日～12 月 31 日） 

※ぐ犯行為：度重なる家出や深夜はいかい、暴走族や暴力団関係者など不道徳な人との交際、いかがわしい場所への出入

り、性的逸脱など、将来刑罰法令に触れる行為を行うおそれがある問題行動のこと。 
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②交通事故の状況 

 人身事故と死傷者数は概ね減少傾向にあります。 

 

◆交通事故件数の推移◆ 

 
資料：兵庫県警察「市区町別・類型別道路別発生状況」、 

兵庫県警察「警察署別物損事故発生状況」（各年 1 月 1 日～12 月 31 日） 
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（４）健康・保健 

①出産・子育て 

 「妊娠・出産について満足している」と回答した人の割合は、80％付近で推移しています。 

 「育てにくさを感じた時に対処できる」と回答した親の割合は、84％付近で推移しています。 

 

◆「妊娠・出産について満足している」と回答した人の割合の推移◆ 

 
資料：宝塚市「健やか親子 21 問診調査」 

 

◆「育てにくさを感じた時に対処できる」と回答した親の割合の推移◆ 

 
資料：宝塚市「健やか親子 21 問診調査」 
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②健康 

 「意識的に健康づくりに取り組んでいる」と回答した市民の割合は、令和 3 年度で 53.8％となって

おり、平成 25 年度と同程度の割合となっています。 

 

◆「意識的に健康づくりに取り組んでいる」と回答した市民の割合の推移◆ 

 
資料：宝塚市「市民アンケート調査報告書」 

 

 

（５）生活保護 

①生活保護 

 生活保護世帯数、保護人員、保護率ともに、概ね横ばいで推移しています。 

 

◆生活保護の推移◆ 

 
注：保護率は人口千人に対する保護人員の割合。 

保護率の算出には、各年 4 月 1 日現在の推計人口（宝塚市「月別推計世帯数・人口表（各月１日現在）」）を使用。 

資料：宝塚市（各年度 3 月末現在） 
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（６）人権・男女共同参画 

①人権 

 「日々の生活において、人権が尊重されていると思う」と回答した市民の割合は、概ね増加傾向にあ

ります。 

 

◆「日々の生活において、人権が尊重されていると思う」と回答した市民の割合の推移◆ 

 
資料：宝塚市「市民アンケート調査報告書」 

 

②男女共同参画 

 「社会において、男女の機会均等が図られていると思う」と回答した市民の割合は、平成 28 年度ま

では概ね横ばいで推移し、平成 30 年度は低い割合となりましたが、令和 3 年度は増加に転じてい

ます。 

 

◆「社会において男女の機会均等が図られていると思う」と回答した市民の割合の推移◆ 

 
資料：宝塚市「市民アンケート調査報告書」 
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（７）児童福祉 

①保育所 

 令和 5 年の保育所数は公立が 7 か所、私立が 27 か所（分園含む）となっており、入所児童数では

公立は横ばいで、私立は微増で推移しています。 

 保育所利用定員数は、公立は概ね横ばいで、私立は概ね微増で推移しています。 

 

◆保育所と入所児童の推移◆ 

 
資料：宝塚市（各年度 10 月 1 日現在） 

 

◆保育所利用定員数の推移◆ 

 
資料：宝塚市（各年度 10 月 1 日現在） 

※保育所の他に認定こども園と小規模保育事業所もあります。 
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 保育士数は増加傾向にありますが、入所者百人当たり保育士数は、令和 3 年度まで減少傾向で、そ

れ以降は横ばいで推移しています。 

 

◆保育士数と入所児童の推移◆ 

 
資料：宝塚市（各年度 10 月 1 日現在） 

※数値は公立保育所と私立保育所の合計 
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 保育所の待機児童数は、令和 4 年度以降 0 人となっています。 

 保育所の特別支援児の受け入れ人数は、概ね増加傾向にあります。 

 

◆保育所の待機児童の推移◆ 

 
資料：兵庫県「各年度４月１日時点における待機児童数」 

 

◆保育所の特別支援児の受け入れ人数の推移◆ 

 
資料：宝塚市（各年度 4 月 1 日現在） 
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 一時預かり保育実施か所数は、横ばいで推移しています。 

 延長保育実施か所数は、令和 2 年度以降横ばいで推移しています。 

 

◆一時預かり保育実施か所数の推移◆ 

 
資料：宝塚市（各年度 3 月末現在） 

 

◆延長保育実施か所数の推移◆ 

 
資料：宝塚市（各年度 3 月末現在） 
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②放課後児童クラブ・児童館 

 放課後児童クラブの入所児童数は、概ね微増で推移しており、待機児童数は年度によって増減があ

ります。 

 児童館延べ利用者数（出前児童館含む）は、新型コロナウイルス感染症の影響により令和 2 年度ま

で減少していましたが、令和 3 年度から回復がみられます。 

 

◆放課後児童クラブの入所児童数及び待機児童数の推移◆ 

 
資料：宝塚市（各年度 4 月 1 日現在） 

 

◆児童館延べ利用者数（出前児童館含む）の推移◆ 

 
資料：宝塚市（各年度 3 月末現在） 
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◆児童館別利用者数の推移◆ 

大型児童センター 高司児童館 

 
野上児童館 御殿山児童館 

 
安倉児童館 中筋児童館 

 
子ども館 西谷児童館 

 
資料：宝塚市（各年度 3 月末現在） 
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③児童虐待 

 児童虐待新規通告件数は、増加傾向にあります。 

 

◆児童虐待新規通告件数の推移◆ 

 
資料：宝塚市（各年度 3 月末現在） 

 

④児童扶養手当 

 児童扶養手当受給者数は減少傾向にあります。 

 

◆児童扶養手当受給者数の推移◆ 

 
資料：宝塚市（各年度 3 月末現在） 

※受給資格者：ひとり親として認定されているが、所得制限の関係で受給していない人 
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（８）学校 

①幼稚園 

 令和 5 年の幼稚園数は、公立が 9 園、私立が 14 園となっており、園児数は公立、私立ともに減少

傾向にあります。 

 

◆幼稚園数及び園児数の推移◆ 

 
資料：兵庫県「学校基本調査結果」（各年 5 月 1 日現在） 

 

②小学校 

 令和 5 年の小学校数は、公立が 23 校、私立が 3 校となっており、児童数は公立、私立ともに概ね

減少傾向にあります。 

 

◆小学校数及び児童数の推移◆ 

 
資料：兵庫県「学校基本調査結果」（各年 5 月 1 日現在） 
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③中学校 

 令和 5 年の中学校数は、公立が 12 校、私立が 2 校となっており、公立の生徒数は令和 4 年から

減少に転じています。 

 

◆中学校数及び生徒数の推移◆ 

 
資料：兵庫県「学校基本調査結果」（各年 5 月 1 日現在） 

 

④高等学校 

 令和 5 年の高等学校数は、公立が 4 校、私立が 2 校となっており、公立の生徒数は減少傾向にあ

ります。 

 

◆高等学校数及び生徒数の推移◆ 

 
資料：兵庫県「学校基本調査結果」（各年 5 月 1 日現在） 
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⑤特別支援学校 

 令和 5 年の特別支援学校の学級数は 14 学級で、小学部児童数は 13 人、中等部生徒数は 10 人、

高等部生徒数は 10 人となっています。 

 

◆特別支援学校の学級数と児童・生徒数の推移◆ 

 
資料：兵庫県「学校基本調査結果」（各年 5 月 1 日現在） 

 

⑥学校図書館 

 学校図書館における児童・生徒一人あたりの年間貸出冊数は、小学校は増加傾向にあります。一方、

中学校は 10 冊前後で推移しています。 

 

◆学校図書館における児童・生徒一人あたりの年間貸出冊数の推移◆ 

 
資料：宝塚市（各年度 3 月末現在） 

  

16
14 14 14

13

3

7

10
12

1010

6
8

6

10

12
11

13 13
14

0

3

6

9

12

15

18

0

3

6

9

12

15

18

R1 R2 R3 R4 R5

小学部児童

中等部生徒

高等部生徒

学級数（総数）

（年）

（人） （学級）

49.0 49.6 50.0

56.6 58.2

11.9 11.0
8.2

10.6 10.6

0

20

40

60

H30 R1 R2 R3 R4

小学校

中学校

（年度）

（冊）



 

23 

⑦全国学力・学習状況調査 

 全国学力・学習状況調査によると、小 6 では算数が全国平均を上回り、中 3 では国語、数学、英語

のすべての教科で全国平均を上回っています。特に中 3 の数学で大きく上回っています。 

 規範意識・自己有用感等について、小 6、中 3 ともに「学校に行くのは楽しいと思いますか」が全国

を上回っています。一方で「自分には、よいところがあると思いますか」、「今住んでいる地域の行事

に参加していますか」等は全国平均を下回っています。 

◆教科に関する調査結果◆ 

 
資料：宝塚市教育委員会「令和 5 年度（2023 年度）全国学力・学習状況調査 宝塚市の結果概要」 

◆規範意識・自己有用感等◆ 

 

 
資料：宝塚市教育委員会「令和 5 年度（2023 年度）全国学力・学習状況調査 宝塚市の結果概要」 
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45.4
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91.6

96.9

95.9

83.5

81.5

85.3

57.8

76.8
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人が困っているときは、進んで助けていますか

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと

思いますか

人の役に立つ人間になりたいと思いますか

自分には、よいところがあると思いますか

将来の夢や目標を持っていますか

学校に行くのは楽しいと思いますか

今住んでいる地域の行事に参加していますか

地域や社会をよくするために何をすべきかを

考えることがありますか

宝塚市

全国

（％）小学6年生

84.3

93.6

94.2

76.7

62.6

86.7

24.4

53.3

88.1

95.5

94.6

80.0

66.3

81.8

38.0

63.9

0 20 40 60 80 100

人が困っているときは、進んで助けていますか

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと

思いますか

人の役に立つ人間になりたいと思いますか

自分には、よいところがあると思いますか

将来の夢や目標を持っていますか

学校に行くのは楽しいと思いますか

今住んでいる地域の行事に参加していますか

地域や社会をよくするために何をすべきかを

考えることがありますか

宝塚市

全国

（％）中学3年生
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 生活習慣・学習習慣に関する質問について、全般的に小 6、中 3 ともに、全国平均を下回っていま

す。 

 

◆生活習慣・学習習慣◆ 

 

 
資料：宝塚市教育委員会「令和 5 年度（2023 年度）全国学力・学習状況調査 宝塚市の結果概要」 

 

 読書への関心等について、「読書は好きですか」は小 6 で全国平均を上回り、中 3 で全国平均を下

回っています。 

 

◆読書への関心等◆ 

【読書は好きですか】 

 

 
資料：宝塚市教育委員会「令和 5 年度（2023 年度）全国学力・学習状況調査 宝塚市の結果概要」 

  

93.5

77.9

89.2

66.6

93.9

81.0

90.5

70.7

0 20 40 60 80 100

朝食を毎日食べていますか

毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか

毎日、同じくらいの時刻に起きていますか

家で自分で計画を立てて勉強をしていますか

（学校の授業の予習や復習を含む）

宝塚市

全国

（％）小学6年生

89.4

73.4

87.2

49.2

91.2

78.0

91.3

55.0

0 20 40 60 80 100

朝食を毎日食べていますか

毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか

毎日、同じくらいの時刻に起きていますか

家で自分で計画を立てて勉強をしていますか

（学校の授業の予習や復習を含む）

宝塚市

全国

（％）中学3年生

75.1
71.8

0 20 40 60 80 100

読書は好きですか
宝塚市

全国

（％）小学6年生

60.5
66.0

0 20 40 60 80 100

読書は好きですか
宝塚市

全国

（％）中学3年生
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 「学校の授業以外に、普段（月曜日から金曜日）、1 日当たりどれくらいの時間、スマートフォンやコ

ンピュータなどの ICT 機器を、勉強のために使っていますか」では、小 6、中 3 ともに 30 分以上す

る人の率は全国平均を下回っています。 

 

◆ICT を用いた学習時間等◆ 

【学校の授業以外に、普段（月曜日から金曜日）、1 日当たりどれくらいの時間、 

スマートフォンやコンピュータなどの ICT 機器を、勉強のために使っていますか】 

 
資料：宝塚市教育委員会「令和 5 年度（2023 年度）全国学力・学習状況調査 宝塚市の結果概要」 

  

1.9

2.9

2.5

3.9

8.8

11.1

19.2

23.2

32.4

32.4

35.0

26.4

0 20 40 60 80 100

宝塚市

全国

3時間以上 2時間以上、3時間より少ない

1時間以上、2時間より少ない 30分以上、1時間より少ない

30分より少ない 全く使っていない

小学6年生 （％）

1.5

2.1

1.9

2.9

6.6

8.4

15.0

17.8

30.9

34.1

44.1

34.3

0 20 40 60 80 100

宝塚市

全国

3時間以上 2時間以上、3時間より少ない

1時間以上、2時間より少ない 30分以上、1時間より少ない

30分より少ない 全く使っていない

中学3年生 （％）
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⑧不登校・いじめ 

 不登校児童・生徒数は、小学校、中学校ともに増加傾向にあります。 

 いじめの認知件数は、小学校では横ばい、中学校では減少傾向にあります。 

 

◆小中学校の不登校児童・生徒数の推移◆ 

 
資料：宝塚市（各年度 3 月末現在） 

※不登校児童、不登校生徒：「不登校」を理由として、年間 30 日以上欠席した児童、生徒。 

 

◆小中学校のいじめの認知件数の推移◆ 

 
資料：宝塚市（各年度 3 月末現在） 
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（９）雇用・勤労 

①雇用 

 阪神地域の有効求人倍率は、全国や兵庫県と比べ、低い傾向にあります。 

 女性の就業率は、女性全体では微増となっており、50 歳代から 70 歳代で特に増加しています。 

◆有効求人倍率の推移◆ 

 
資料：兵庫県「兵庫県の経済・雇用情勢（令和 5 年 7 月）」 

◆年齢階級別女性就業率の推移◆ 

 
資料：国勢調査（各年 10 月 1 日現在） 

◆15 歳以上女性就業人口の推移◆ 

 
資料：国勢調査（各年 10 月 1 日現在） 
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②就労・起業のサポート状況 

 現在勤務・就業していない人のうち、就職・起業を希望していない人が 7 割を超えています。 

 現在勤務・就業しておらず、就職・起業を希望していない理由では、「経済的に働く必要がないから」

が最も多く、「ご自身の身体的・精神的事由などで働けない」が続いています。 

 

◆現在勤務・就業していない人で、就職・起業を希望する人の割合◆ 

 
資料：宝塚市「令和元年度（2019 年度）宝塚市労働実態調査報告書」 

 

◆現在勤務・就業しておらず、就職・起業を希望していない理由◆ 

 
資料：宝塚市「令和元年度（2019 年度）宝塚市労働実態調査報告書」 

  

就職または転職

を希望している
15.1%

起業を希望して

いる
2.1%

希望していない

77.2%

無回答

5.6%

n=961

経済的に働く必

要がないから
27.2%

子育てや介護な

どで働きたいが

働けない
11.1%

ご自身の身体

的・精神的事由

などで働けない
23.0%

その他

19.5%

無回答

19.1%

n=742
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 起業にあたって重視する支援施策では、「賃金の調達」が 6 割を超え、最も多くなっています。 

 商工会議所等の起業支援を受けた人のうち起業した事業者数は、概ね増加傾向にあります。 

◆起業にあたって重視する支援施策◆ 

 
資料：宝塚市「令和元年度（2019 年度）宝塚市労働実態調査報告書」 

 

◆商工会議所及び市の認定する施設により支援を受け、起業した事業者数の推移◆ 

 
資料：宝塚市（各年度 3 月末現在） 
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 ワークサポート宝塚の就職件数は、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、令和 2 年度までは大

幅に減少しましたが、令和 3 度年以降はわずかに増加しています。 

 令和 4 年度の若者就労支援事業の参加者数は 15 人で、うち 3 人が就職しています。 

 

◆ワークサポート宝塚の就職件数の推移◆ 

 
資料：宝塚市（各年度 3 月末現在） 

 

◆若者就労支援事業参加者における就職者数◆ 

 
資料：宝塚市（各年度 3 月末現在） 
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※令和2年度は新型コロナウイルス感染症の感染防止対策が十分にできないことを理由に実施せず


